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個別の指導計画を生かした実践事例を進めるに当たって 

個別の指導計画に基づく実践は,複数教師による多面的な実態把握,課題分析や目標設定を通し

て,一人一人に応じた最適な支援と継続した取組を可能にすると考える｡また,保護者との相互理解

と協力の下で個別の指導計画を作成し,実践することにより,家庭をも含めた総合的な情報収集がで

きるとともに,学校と家庭とが連携した効果的な取組が実現できると考える｡

そこで,小学部では,個別の指導計画の実践を進める上で, ①教師間で共有できる個別の指導計画

であること, ②家庭と連携して取り組める個別指導計画であることを重視した｡

このことを踏まえて,現行の個別の指導計画のシステムを試行する上で以下の取組を共通理解し,

学部における体制作りや情報交換の在り方などを充実させていくことにした｡

【教師間で情報を共有するために】
･学部ミーティングを通して,教育的ニーズの集約,重点目標設定,支援の手立ての薩

認,評価作業を行う｡
･子供の変容,支援の手立ての改善に関しては,学部会(週1回)で報告･確認し合う｡

【家庭と連携した取組をするために】
･　教育的ニーズや目標の設定に関しては,教育的ニーズを語る会や教育相談を中心に,

保護者の思い,意見を十分に聞き,取組に反映することに努める｡
･学期末の評価については,教育相談で学校と家庭が相互主体的に評価し合う｡

･　日常的な情報交換を大切にし,子供の変容,支援の手立ての在り方について,相互に

確認できるようにする｡

以上の考え方を踏まえるとともに,重点目標の取組のスパンが1年間であること,また,学校と家

庭が連携するためには相互に取り組みやすいものにする必要があることから,実践事例の考察の視点

として｢目標の明確化･黒点化｣ ｢支援の手立ての具体性｣ ｢評価基準の明確化｣を取り上げることに

した｡加えて,小学部の特徴である学級担任制や6年間の継続指導であることも念頭に置き考察する.

今次研究における実践事例の位置付けは,個別の指導計画のシステムの検証である｡したがって,

実践事例ABCの考察においてia,上記に述べた視点を反映しつつ,教師間の情報の集約･共有･引

継ぎはどうであったか,家庭と連携した取組はどうであったか,指導の継続性はどうであったかなど

について,各事例を通して検証する｡

事例の概要 俟ﾈ��,ﾈ雹5��

事例Å ��i?ﾈ髦,Xﾇ���轌;�,ﾈ駟~�陷i.ｸ,i��ﾆx+X+ﾘ靖�r�目標の明確化,焦点化 
言語獲得を目指した取組 忠Uﾘ廁ｮ顏�,ﾉk隕ﾘ嶌.�ｭﾈ-竰�

事例B ����7�,ﾈ靖�x/�Jﾙ5x+8+�+ﾘ駟~�ﾈ彿.ｸ,i��ﾆx+X+ﾘ靖�r�支援の共通化 
自己選択,決定を踏まえた余暇の過ごし方を考えた取組 

事例C �%9D8*ｩ�h.ﾘ,�,H処*ｸﾇ�*(+韜i~�ﾈ彿.ｸ,i��ﾆx+X+ﾘ靖�r�指導の継続性 

このように, 3事例の実践の中で学校,担任教師はどのように考えて家庭に情報を提供したか,煤

護者の思いをどのように反映させたかなどの両者の関係についても経過を追って見ていきたい｡

(文責:木戸)
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雷例年里攫離,課鶉点るA児の言語獲得に向けた支援の在｡方を通して_
差澱華翻許,〕言言葉唖- ._H売品　弛､丸印山勘‥高温総出,S･J掘出.いノ劃銅球高熱古式&,I.齢淑_I.泣叫-両､ /う､

1　対象児について

本校小学部1年生,女児｡

身辺処理の能力が高いことに比して, `意思交換' `移動'の項目で発達上の課題が感じられる｡

`意思交換'に関して,単語獲得期にあるが,コミュニケーション意欲が高く,自分なりに語頭

や語尾の1音節を表出することで気持ちや見たこと,経験したことを伝える｡また,自然な文脈

の中で表出した音声言語(1語文)には,呼び掛け,報告,拒否,応答などの機能が見られる｡

しかし,聞き手に伝わりにくい,言語理解と言語表出の差が大きいなどの課題がある｡

強い触覚陽衛が見られ,触感覚を中心に,多様な感覚刺激に過敏に反応する｡このことが,手

指を使う経験の不足や不器用さを招いていると考える｡また,身体運動に関しても同様に協調運

動などでの不器用さやぎこちなさが見られる｡さらに,落ち着きのない行動や他者の誘いを受け

入れる力が弱いことも,これらの触覚的な課題が影響していると思われる｡

　自立心が育ち,生活の流れに沿って大まかな見通しを持ち,主体的に行動できているが,周り

からの働き掛けを受け入れたり,自己調整したりすることに課題が見られる｡

2　指導経過

指導経過を指導時期,指導の流れ,指導のステップの点から以下のように区分して整理する｡

I期(平成13年9月～平成14年3月) 剩曝ｯ｢閏ﾙ�ﾃ�ID紿ﾈ�����ﾈ竰�

I 粕��孤 白�II 

龍13.9-ll 價S�2��"�H14.1-3 買�B紕ﾒ繧�H14.9-10 

学校 剋q供 刮ﾆ庭 

I 期 I 們�� � 凵y保育者の悩みや思い】 

･コミュニケーション意欲が高い○ 
･語頭や語尾による表出がある○ 勍言葉が伸びないのは,自分の 
･分の気ちとなる､況下 劍bし掛けが分かりにくいのかな 

･コミュニケーションを中心萎 �1.,｢もう出tJ老臣醗多い 勍いらいらして物や人に当 �+ﾘ.��

命B Jiは.Iヽ �+x.�ｹ��*ｨﾊ�.x.ｨ.薬�唸齪ﾌ�+)�驂ﾘ*ｨ�8*"���+�,h*ｩ�ﾘ*"韭兒ｨ,ﾈｴ8鰮6��

I 4 i ど の の 香 僥2�･触覚知覚や対人関係などの課薫 勍かかわりの弱きが見られるo 凾ｦられるようになると,椿 

握 �*ｨｫH+h.x.ｨ.薬�劍�.���.�+x.�,ﾈ,X,ﾒ�,�*(*��iiii;'';讃:`〝 ��

敬 ��������

｢○○害!!含量!!!!!ココココココ害害S==:;≡ 

【教師の思い】 � � 【子供に期待する姿と今後の願い】 
春 日 勍新入児なので,できるだけ萎 �;身辺処理:ボタン掛けなど自分でできず,手伝うと怒る. 

些 剳ﾛ護者の思いや願いを受け止萎 .∠ゝ､- �;請.数量:日常会話ができるようになってほしいo ノーSたま-り中を走り 

T ズ 凾ﾟ,話せる本にしよっ○ 剄s動.落ち着きカまく,大戸を出した,家の 回ったり,物を投ぼたりする行動が見られるo 

を 語 る ∠ゝ 杏 勍保護者の願いと教師の課題 分析に大きな遣いがないため, 保護者の願いをできるだけ受ー 入れて,課題を設定しよう｡ ＼､＼ 凵c題の絞り' 

【優先する課題】話したり,会話が成立したりするようになつ 
てほしいoそうすることで,情緒も安定するのではないか｡ 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一日i 
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課題分析 i 劔劔アンケート 

量目.日常生活に必要な2-3音節の音声言語(物の名前,かかわ 
点標Uに必要な言葉)を攫駕し,状況に応じて用いることができる○ 

I顕国書国書国書国書国書 劔劔 

コミュニケーションに関する取組の一致 

保護者と教師が互いに言葉に対する感性を高め合うことをねらって日々の記録の交換をする○ 

!音声表出の記録ー<情報交換>音声表空の記録ー 
一一一一一~一一一一一一一一~~ー~~~一一一一~~一一一一~ー1 劔� 白�彿.ｸ,h,ﾃ��饑�ｺItﾈ爾�X訷�,ﾈｦﾙDb�X辷�,ﾉ/i7�,ﾈｦﾙDb�X��ｹ�,ﾉ¥�R�X詹zx,H,ﾈ淤���

《手続き》 剪�
一一一H簿期目標設定 I 実践 凵y目標の明確化】 焦点化する言葉の決定 

I 

【支援の共通化】 支援の手立てのステップ化 

｣重工__聖｣~ 剪���

i 

《学校での指導場面》 【教師間の支援の共通化】 一場面設定型ー-ー機会利用型l ･設定した場面で.自然な文脈の中で し旦壁堂｣" 劔 

《家庭での支援》 〇回 

-諸｣と言った○ 

･繰り返される生活場面で 劔勍繰り返される生活場面で 

i繋轄許の拡大-ii i自然棚で,様々なii 

i 

【焦点化した言葉】 劔啝(7ﾒ�
｢おはよう｣｢一緒｣｢待って｣ ｢どうぞ｣｢順番｣ 劔唸ﾅｨ,�)�ﾒﾈ+Rﾈ,J8,hﾋ�,�+ﾘ�｢�X,ﾘ+h-�,J(*闇ｨ+�.�/�,ﾊ2�,hﾋ�,�+ﾘ�｢�X-ﾘ/�,�,ﾉ��,Z(+�ﾈ/��,篦��-ﾊ8,hﾋ�,�+ﾚ��

請 劔 

獲得できた 劔/_｣.親の口まねをするよう 

一､>--- 劔言い回しへの気付き 

【焦点化した言葉】 ｢かわいい｣｢きれい｣｢残念｣ 劔���ｨ耳自?�耳耳耳,X蓼蓼蔗�
一､---へ 劍��H､��GEtbﾔ免ﾂ�

｢おいしい｣｢頑張った｣ 劔�2�&8��.(,ﾈ.�,�.��x.ｨ.�.h-��

｢びっくり｣｢かわいそう｣ 劔苓*H,�,�,�+ﾘ�ｩ?�蔗��

評価 獲得できた 劔 

【相互評価】/--一丁誤読丁､-､ 

【教師の評価】(~一いろいろな言葉をしゃべるようになつ-/ ･機会設定型で取り組んだ1語文は,獲得し,日常生(ーTtが親以外の人には分かりにくい=-′ニii壬 

活場面でも活用しつつあるo今後,自然な文脈 いろいろな機能の1語文を獲得することが期待 劔剋ｺ井~ーへ--｣-/.≡≡≡≡≡二三≡≡.雛 

また,語連鎖の表出多く見られていることから,構発音の 劔劔W9k驂H+8-h,ﾉW8�����"� 
文の獲得が期待できるo 

i 

三選分 劔劔 
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構文の獲得 劔��Jﾘ尸k驂I7�,ﾈﾏﾂ�
課題のすり合わせ I 

短期目漂｢たら(から)｣の接続助詞を含む構文を用いて自分の気 剪�
持ちを伝えるとができる｡ 

l機会利用警はる指導i 刳l得できない 構文の獲得一 ��
○ 【指導場面の焦点化】 場面設定型による指導 1 ＼ 〈/驚灘〉 

【家蟻難杵取組】1 - ～=4%驚虚阜ふ う｣の構文を言葉掛/′/ けする2//// 

i 

i 剪�

1自然型-る指導 剋ｩ発謡曲現により定着 

器容器容量容量容量表 

▼【今年度の取組に関する相互評価と今後の確謝 

【教師の評価】【保護者の評価】う､ 劔剪�
･言語面に関しては,重点目標を達成でき.｢食べたら｣以外にも｢おふろに) 劔��

たoある程度の謡い力が身に付いたため,今つたら｣といったので驚いた. 劔��

後,自ら言葉を吸収することが期待できる○.:_濃...::.,i,:::..榊.嬉‥ 劔��

課題としてば,3点ot今後の願い】,::,.i〝:""一一く‥ 劔��

(単語獲得期から構文獲得期/壷新手,日管会話の.単語で話すのでつなげてほしい○ 劔��
成立,コミュニケーション対象の広がり.).助詞を使って話してほしい○ 劔��

･会話が成立してほしい 

II-園臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆888臆臆8888臆臆園○血iiiiiiiiiiiiiiiiiii国書臆 

指導の継続 剪��i.ｹdｹn(�｢�X�8ｻX.(ｴ8靼+�/��8ｦﾘ,忠[h��

【学部ミーティング】 劔�｢�6�*h,H-�+X*&��Xｧxﾕｨ,ﾈ�x磯h/�[x*(,H.�,�*h*ｩ]B�
･担任以外から,コミュニケ 劔�,H+�,�*(,ﾈ,Y}(+X*&��

-シヨンに関して,自信のな 劔唸4�6�6�485�/�7ｸ.x+�,�:ﾈ*"�

さや成功経験の少なさが指摘o 劔�,H-�+X*&��

1 

終発………: 

像の把【子供に期待する今後の願い】 

i:諾諾窯諜富諾.la=託て'軋い○ 
課題の絞り込 劒X�-�,H,ﾉ�ﾈ.(�ｩlｨ,X.�*�+h*�+�,����ねたり行動したりしてほしい○ 

＼′ 

コミュニケーションに関する取組を継続することを確認 劔� 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一-一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 

重点目標自発的表出,応答的表出において,助詞を含む2-3露文の音声言語の構文を獲得し, 劔�1 
日常会話の中で活用することができる. 

i 

臆 ����剪�

ー学校下校時i`i【指導場面の共有】li家庭帰宅後ー 

に讐擬韻32m,自",支援の手立ての共-,I:藷B'>1 ､ 

舗文の11【結果の交換】連絡帳にて竿文の記録i 

臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆SSSSSSSSSSSSSSSS 

絵日記を活用した実践 亦�
`i【指導場面の共有】li家庭帰宅後ー ��

ー学校下校時i 

に讐擬韻32m,自",支援の手立ての共-,I:藷B'>1 ､ 

ー会話文の分析i_1°結果の交換'連絡帳にて竿文の記録' 



【1学期の取組についての相互評価】

【教師の評価】
2諾文の拡大模轍が促されると模蠍を
態度が育ってきた｡しかし,自発的表出-
～5謡文の語連鎖が日常的,応答的表

1語文が日常的｡助詞を含んだ構文の
も徐々に見られるが,構文獲得の過程に
会話の中で助詞が含まれることは少な↓

絵日記を手掛かりに,学投での様子が
詳しく分かるようになった｡

l=コ　′J　ヽ′′Jヽヽ】●事~-　ヽ~′一基ヽヽ′　-くこ. ,■i●′1｣~U⊂富●.′Iヽ-

なったが文章としては成り立ちにくい

【慄謹者の悩み】
どんな質問をしたらいいのか｡

聞いても答えられないことがある

聞き過ぎると嫌がる｡

目標の見直し,支援の手立ての改善により取組を継続
･目標の明確化　･党閥の工夫･評価基準の明確化

コ:雪 白 �(巓:(+�.ｪ8,�,x,ﾈｬ�%�,��競闘に応じるo 
↓ 

｢どうして(理由)｣｢どのよ 

うに(方法)｣｢どのような(様 
千)｣の党閥に応じる. 

3　結果と考察

(1) A児の言語獲得の変容について(結果)

A児の自発的表出はI期からⅡ期にかけて1話文表出から多語文表出へと変容してきた｡その

結果を指導時期ごとに整理し表1に示す｡

義1　自発的表出の変容と目標との関連

I真鼠(平成13年9月～平成14年3月) 剩曝ｺI:ﾂ閏ﾙ�ﾃ�ID紿ﾈ�����ﾈ竰�

霊異脅-工 儘��闖bﾔ白�工英日-III 粕���62ﾘﾔ��I工真言-II 

単語獲得期 劍ﾕﾉ[hｦﾉ;隸｢�

自発的 忠Zる�ﾈ,ﾉkﾉ���"ﾓ8ﾎｩ��ﾛﾒ�ｨﾅ�[iUﾈ�耳ﾙ��ー1譜文表出11.,寵連鎖表出1 

表出 宙ｵ駭(霙茶2ﾓHﾎｩ��ﾛﾒ��

(記録) ��尸��,�.h.儷ﾈ�斡8鰄+�vﾈ��ﾉ:�*ｸ,ﾈﾋ駢B��

重点目標 �?ｨ�ﾙ�h��,儺ｹwh,�"ﾓ8尸��,ﾈ尸�ｨﾋ靜ｨ,ﾈｦﾉ;���2-3詩文の音声言語の獲得と会話成立 

短期目標 �*�*�.ﾘ.畏x*(,儺ｲ�wh,依駢B�気蒔ちや様子の言葉 �(*�.z:(+ﾘ.z9�ｩ����霾/�ｭﾈ-靱ﾉ[b�2語文の音声模鞭 ��(,ﾉ�ﾉzr�

まず, I期においては, l語文の表出が中心であるが,名詞,疑問詞,気持ちや様子,動きを表

す言葉など変容が見られ,量的にも質的にも大きな変化が認められた｡ I期-Hに特徴的なことば,

語連鎖の出現である｡請いの獲得とともに,徐々に話連鎖が広がっている｡このことから, I期一

皿に｢接続助詞を含む構文の獲得｣に取り組んだことは,言語獲得についての実態把握が適切だっ
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ったと考えられる.

Ⅱ期のスタート時は,自発的表出の大部分がl語文と語連鎖の表出により占められていた｡そ

こで,重点目標を｢2-3語文の音声言語獲得と会話の成立｣とし,短期目標を｢2語文の音声

模倣｣とした｡重点目標の取組によって語連鎖の量的拡充とともに,構文の出現,助詞を含む2

語文の表出が確実になった｡そこで　Ⅱ期-Ⅱほ,会話の成立を重視し目標を設定した｡
圏

(2) I期(単語獲得期)の取組　　～スモールステップによる指導と目標到達の状況(表2 )

I期では,取り扱う言葉を焦点化し,スモールステップによる指導を行ったことで言葉の習得,

定着がスムーズにできた(表2)｡しかし, I期一皿は,目標の修正を必要とする取組となり, ｢目

標をどう設定するか｣という点で重要な事項が確認された｡

表2　短期目標の達成状況(I期)

●指導開始　◆目標達成　◇目標達成せず　　　　　　　　　　指導中　　一一一一一一一一一一一　日標設定しないが指導は継続する

9月 ��ｳ��ﾈ��ｲ�11月 ���(ﾈ苒�1月 ��ｳ(ﾈ謦�3月 

I鮪一重 剩弍｢ﾘuR�I期一皿 劍ｴ�Eﾂ�

｢おはよう｣ ｢一緒｣ �*�*�.ﾘ.�*�*(,儺ｹwh,依駢B�� �� ��あいさつ 要論 ●◆ 

｢待って｣ ��ﾈ自TyZ�(���劔剔褐ﾝ調整 

｢どうぞ｣ ｢順番｣ ｢おいしい｣ ｢残念｣ ｢頑張った｣ ｢びっくり｣ ｢かすがそう｣ ｢きれい｣ ｢かわいい｣ プ努詐 坪耳耳耳�ﾈ��ﾒﾘ����ﾈ���劔剽v請 伝達 相互調整 伝達 伝達 伝達 伝達 伝達 伝達 伝達 伝達 

I ��IX. や隙子の言葉 

●-◆ ●◆ ●◆ ●◆ ●◇ ●◇ ●◆ 

1嘉烏龍畠左たら'の接続助詞をi 
●?oLF正,. 

スモールステップによる指導から得られた知見 

I I I 期-I 

ノーIの｢かかわり合いに必要な言葉｣の獲得状況を見ると,｢要請｣や｢伝達｣の機能 
を果たす言葉(｢一緒に｣｢どうぞ｣)の定着は早いが,他者との調整の言葉(｢待って｣｢順番｣) 
は,獲得まで期間を要した.言葉を焦点化する際は,社会性や自我の発達など子供の全人格的 
な発達を踏まえる必要があった. 

朝一Ⅱ 

｢気持ちや様子の言葉｣の獲得期間を見ると,標的にした言葉のほとんどを1ケ月間で獲得 

しているoこの時期,｢痛い｣｢早く｣｢どうしよう｣など多機能のl語文に加えて,｢ここ, 

霞く｣｢電話あった｣｢みかんむいて｣などの2語連鎖の表出が聞かれ,本児の自発的表出 

が飛躍的に拡充していることが分かる.子供の言語発達には,飛躍的な変化が見られる時期と 

ゆっくりとした時期があり,それらを見極めて目標設定することが有効であるo 

直垂三国 
1語文獲得から構文獲得に短期目標をレベルアップしたために,1-2月の2か月に指導が 

及んでも目標を達成していないoこの理由として,目標の明確化が図られなかったことが考え 
られる○ 



ア　｢目標の明確化｣という視点からの考察(I期一皿における目標の修正から学ぶこと)

目標設定では, ｢いつ｣ ｢とこで｣ ｢だれが｣ ｢何を｣という視点を明確にすることが重要である｡

I期一皿が目標達成に至らなかった要因は　課題の焦点化ができず,指導場面が明らかにされて

いない点にあった｡

そこで　次の2点で目標の修正を行った｡ ①使用頻度が高く,継続して取り扱う｢食べたら○○

する｣の構文に焦点化した｡ ②本児にとって表出する意味が明確になるように指導場面を給食前,

中,後に設定した｡

その結果, 3月には目標達成に至り,教師との会話で｢食べたらブランコする｣と自ら遊びの提

案をするようになった｡

このことから,目標設定に当たっては, ｢いつ｣ ｢どこで｣ ｢だれが｣ ｢何を｣という視点が,敬

師にも子供にも明確であることが重要であるといえる｡

イ　｢教師間の課題の明確化,共有化｣という視点からの考察

言語獲得初期において,自然な文脈の中で言語指導を行うには,以下の問題点が挙げられる｡

①　教師,子供の両者にとって課題が明確になりにくい｡

②　複数教師で指導する場合は,課題の共有化が図りにくい｡

そこで　これらの問題点を解決するために,指導場面の明確化(衰3)と支援の手立ての具体化

(表4)に努めた｡

(ア)指導場面を日常生活に位置付ける

表3において,焦点化した言葉をどのような場面で取り扱ったかを示した｡

衰3　焦点化した言葉の指導の型と指導場面
｢おはよう｣ �(耳�2�｢待って｣ �(,x*H+ﾊ2��(�MJ2�気待ちを表す言葉 况ﾈ��/�Uﾈ+xﾋ駢B�

壁 俾��(ﾅ��機会利用型 俾��(ﾅ��ﾂ�ｴ�檠y駅�ﾅ��場面設定型 ↓ 機会利用型 剋ｩ然型 ∫ 機会利用型 亢�檠y駅�ﾅ��機会利用型 

指導 �*�,ﾉ6�ｨ�｢�教師や友達 �.(.�+ﾘ*(ｴ2�友達に 冲i$(,��遊具や教材を友達 冏ｸ髦,ﾈ�8ｻX*ｨﾋ駢B�生活単元学習で 面.朝起き �,hｨ�:�/�ﾒ�持ちが優先 刋�xﾙ*��クツキ �,hｺItﾈ+X+ﾘ.りｨ��と一致したと考え �688ｨ�ｸ.(�ﾈ.�/��

場面 �+ﾘ,h*ｲ�緒に行う場 �+R騁i$(,b�を渡す 坪/�G｢�動の順番を決める �.x.ｨ.�,h*ｸ*ﾘｴ8鰓�見たとき 

面 �,ﾉ+)��*ｩTｲ�wh,��ｩl｢�場面 �.��ｩl｢�場面 �+�,ﾈﾋ靜ｨ峇��

指導場面を日常生活の中に確実に位置付け,教師間での課題の共有化を図る｡

言葉の機能を考慮し, ｢自然型｣｢場面設定型｣｢機会利用型｣のタイプによってプログラムを作成

した｡ ｢自然型｣は,繰り返される生活様式の中で継続して指導するタイプである｡ ｢場面設定

型｣は,意図的に場面を設定して焦点化した言葉を指導するタイプである｡ ｢機会利用型｣は,
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自然な文脈の中で,自発語の機会を利用して指導するタイプである｡ ,

上記の3タイプによる指導を日常生活の中に位置付けたことにより,教師間の課題の共有化が図

られ,一貫性のある指導が可能になった｡その結果,焦点化した言葉が確実に定着したといえる｡

以下に,指馨場面と指導の型に関する知見を述べる｡

指導場面と3つの型による言語指導から得られた知見

3つの指導の型は,単独に進めるのではなく相互補完的に関連付けることで有効に機能する｡

言葉を焦点化する際は,単元や題材に関連付けると集中的,意図的に取り扱うことができ定

若しやすい｡

｢場面設定型｣の指導で焦点化した言葉が獲得された後は,引き続き｢機会利用型｣の指導

により生活の中で生かす段階を踏む必要がある｡

｢気持ちや様子を表す言葉｣の多くは,機会を利用したプログラムになるため,教師の意識

に左右される｡従って,学級,学部ミーティングで課題の確認を行い,多くの教師が,不自然

にならないように機会をとらえて気持ちの言語化を図ることが言語獲得に有効である｡

(I)教師間の支援の共通化を目指す

支援の手立ての具体化により,教師間での支援の共通化を図る｡

支援の手立ての具体化については, I期-Iで取り組んだかかわり合いに必要な言葉(｢どう

ぞ｣)の指導を例を表4に示す｡

表4　支援の手立てのステップ(｢どうぞ｣)

[導入期].[誘輩期] 劔剪� 劔��■[活用期] 

○音声模倣により蕃人を行い,モデル,身振り提禾 劔劔○前条件を提元し,自発的表出を見守る,待つ○ 劔勍状況に応じて 

により音声表出を誘蕃する. 劔劔劔剌_軟に対応でき る○(友達が蕃 席しているとさ といないとき) ･他の物の受け 

Ⅲ-1 ��Ⅱ-2 ��Ⅱ-3 ���bﾓ�� �bﾓ"� �bﾓ2�

･教師が後方 勍教師が友達 勍友達を指差 劒Y��xﾙ*�/���唸ｻ8踪*ｪ(,x*B�唸ｻ8踪*ｪ(��

から本児の手 ��を指差し,｢○ ��し,応答したら, 劍ﾟｸ+�,(詹6�� �+ﾈ,(,IGｨ,�,B� 凅ﾘ沽/�Gｨ,�,B�

を支える｡渡 ��〇番｣の表出 ��どうぞの身振り 劍+Rﾈ齷Jﾙ4儷ﾂ� �,ｺ8,i�8什Zｨ,ﾂ� �,ｺ8,i�8什Z｢� �6�+X/�+x.��ｩl｢�

す行動を伴い ��が聞かれた ��提示で音声養呂 劍�/��(,(�ｸ齟� 刋�xﾘ沽/�詹6�� �/�詹6�+Rﾉz2� �,X.�ﾈｦﾉ;�+X+ﾒ�

ながら｢○○ ��ら,｢どうぞ｣ ��を誘うo 劔Jﾙ4儷ﾈ�*ｨ,�� �+Rﾈﾊ偃x.停� �.ｨ+ﾘ�*�.xﾊ�� 俔ﾉ[h/�4ｹw�,X*ｲ�

君どうぞ｣の ��の音声模倣を ��自分の連絡帳 劍*�,(+ﾘ鳧,ﾒﾂ� 冏ｸ髦,ﾉ��xﾙ*�� 偃x.乏� �.��｢�X4�8�5�,ﾉti$"�

雷声模倣を誘 ��促すo模倣し ��を受け取る時 劒(,x*H+ﾈ,ﾓ�2� �/�ﾛx+X�+Rﾂ� 冏ｸ髦,ﾉ��xﾙ*��

うo模倣した ��たら称賛す ��｢ありがとう｣ 劍*�.�*(,ﾚ(,�� �(*�.�*ｨ,h*J2� �/�ﾛx+X�+Rﾂ�

ら称賛するe ��るo ��の音声模倣を 劍/�,H*(*H,ﾃ�2� �,ﾈ尸�ｩUﾈ�/�� ���ｩUﾈ�/��"� �愛�,�.�ﾉ:�ﾂ�

促す. 劍,hﾜH-��8+x�ｲ� ��(,&�� �,&R� �,��ｨ+x.�+�,h*｢�,X*ｸ.��ｲ�

支援の手立てのステップ化を図ったことで　教師間の支援の共通化が可能になった｡このことに

より,一貫した指導を行うための条件が整い,焦点化した言葉の獲得につながったといえる｡以下

に,支援の手立ての具体化によって得られた知見を述べる｡
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支援の手立てを具体化したことによって得られた知見(コミュニケシヨンに関して)

指導のステップは,おおまかには導入,誘導,定着,活用に区分する｡

(導入期)音声模轍をする

(誘導期)サイン,指差し,語頭提示による発語を誘蒔する｡

(定着期)表情や視線による誘導を行い,自発話を待つ｡

(活用期)物や対象を変えて生活の中で般化を図る｡

定着が図られたら,場面を変えたり対象を変えたりするなど般化する段階が必要である｡

誘導期や定着期においては,教師の表情や視線などノンバーバルな手立ても重要であった｡

定着期には,時間的,空間的距離を考慮し,自発的表出を待つ必要がある｡

(3)　Ⅱ期(構文獲得期)における取組　一家庭との連携した絵日記の取組を通して～

ア　目標設定段階において

目標設定は,指導の継続性を踏まえるとともに,保護者の思いを反映させる｡

単語獲得期にあるI期は,課題を焦点化･明確化することで日常生活に必要な2-3音節の

l語文を確実に獲得することができた｡そのことで,本児のコミュニケーション意欲は一段と

高まり,自発的表出が著しく増加したといえる｡しかし,この時期のÅ児の自発的表出は, I

諸文と話連鎖(2-3語)に止まっていた｡また,助詞の省略･置換が見られ構文に関する課

題があった｡さらに, ｢助詞を交えて文章で話してほしい｣ ｢学校の出来事を伝えてほしい｣な

どコミュニケーションに関する保護者の願いが強かった｡以上のことから, Ⅱ期においても引

き続きのコミュニケーションの課題に取り組むことにした｡

Ⅱ期の重点目標を, ｢助詞を含む2-3語文の音声言語の構文を獲得し,日常会話の中で活

用することができる｣ことに設定した｡

イ　実践段階において

家庭と共通の取組をするためには五つの視点が重要である｡

コミュニケーション場面は,学校に限らず生活全般に及ぶ｡従って,コミュニケーションに

関する指導は　学校と家庭とが連携しながら進めていくことが重要だと考えた｡そこで, I期

の｢関係の構築｣を踏まえ, Ⅱ期では,学校と家庭との相互協力により｢共通の課題｣に取り組む

ことにした｡その際,以下の5つの視点が重要だと考えた｡

家庭と共通の取組をするために得られた5つの視点 

①子供が変容し,目指す姿が具体的にイメージできること(指導目標.指導内容の共有) 

②学校での指導場面が明らかで関連して家庭でも取り組む場面があること(指導場面の共有) 

③支援の手立てに関しては,手続きが分かりやすく元されていること(指導方法の共有) 
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④　情報交換や提供を行いながらその結果を確認できること(指導経過の共有)

⑤　評価基準が明確になっていること(評価方法の共有)

上記の視点を踏まえ,本事例では視覚情報(絵日記)を用いた取組を行った｡

視覚情報(絵日記)は,話し手と聞き手の話題の共有に役立ち,コミュニケーションと会話の成

立を促す｡そのため,会話期に課題がある本児にとって,視覚構報(絵日記)は,豊かな言語発

達を促す有効な手段であると考えた｡

以下に,取組の経過を述べる(表5)｡

表5　目標の明確化に向けて支援の手立ての見直しを行った経過

【重点目漂】 ●　自発的表出,応答的表出において,助詞を含む2-3話文の音声言語の構文を獲得し,日常会話の中で活

用することができる｡

〇　線覚的情報を手掛かりにして,経験を2語文で

伝えることができる｡

≪目標の妥当性≫
評価基準が明確に

なっていないので,

評価しにくい｡

≪

【日原の修正】

手立ての有効性≫
保護者にとって支
援の手立てが分かり
にくい｡

○絵日記を見なから, 豫�%�,扱駭(,��
えることができるo ��

場面設定型(学校下校時,家庭)

輔禦韻護轟師髄
にかく｡

繋藩轄手掛かりに教師

【保護者から】
学校の様子が分
かるようになっ
た｡会話が楽し

絵を見ながら会話をする｡

撥鰭鵜禁答的表出を達

【保護者の悩み】
いろいろ聞き過ぎ
ると嫌がる｡聞い
ても答えられない
ことがある｡どん
な発問をしたいい
のだろう｡
チェック表があった
ら分かりやすいの
に｡

≪指導場面の共有≫
指導場面は,はっき
りしているため,描
導は継続している

手立　の共有
昧l戎

オ
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ウ　評価段階において

l学期末の教育相談で｢絵日記を手掛かりに学校の様子が詳しく分かるようになった｣｢会話が

楽しくなった｣など　保護者から成果が報告された｡しかし, ｢会話を続けるためにはどうしたら

いいのか｣ ｢あまりいろいろ聞き過ぎると嫌がる｣ ｢聞いても答えられないことがある｣ ｢チャック表

があったらいいのに｣などの反省や疑問点が出された｡その背景として,手続き(方法)と評価基準

が明確になっていないことが考えられた｡そこで,以下の改善を行った｡

①　保護者が取り組みやすい支援の手立てに改善する｡

絵日記に言語発達を考慮した発間(中心となる発間)を書き添えて保護者に渡す.保護者は 

中心となる発間を含めて会話をする｡発間への応答に関して連絡帳に記録し,担任に情報を伝え 

るo担任はその応答結果を分析し,次に生かす. 

鵜ト｢どのような発間をすればいいのか｣という保護者の悩みが解決された｡もちろん,会話内

容は, ｢中心となる発間｣に限定するわけではないので,取組の流れは従来通りであるが,発間

が意図されることによって,会話の深まりにつながった｡

②　評価内容を応答的表出に焦点化する｡

｢どこ｣｢だれ｣｢何｣｢どうしたの(理由)｣｢どのように(方法)｣｢どのような(様子)｣な 

どの疑問詞を含む発間に答えられたか,どのように応じたかについて評価する. 

鵜卜評価内容を応答的表出に焦点化することT,評価基準を明確にすることができた｡つまり,

記録のしやすさ,結果の判断,変容の分かりやすさにより,取組における評価結果を共有する

ことができだといえる｡このことにより,保護者は教師の意図を理解し,取り組めたことへの満

足感を感じることができた｡

学校と家庭とが相互主体的に評価できることが重要である｡

･取組について,学校と家庭とが相互主体的に評価できるようにするために,学期末の教育相

談では,それぞれの評価を交換し,すり合わせを行いながら,最終的な評価を行うようにする｡

(文責:木戸)
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開　園圏閣圏-　

1　対象児について
小学部6年生,男児,自閉症

･　身のまわりのことはほとんど一人でできる｡

･　簡単な指示を理解し行動することができるが,日常経験の少ないことや,指示が多くなるこ

とで見通しが持てずに混乱することがある｡
･　竃化製品や店名のロゴ,洗剤や薬品が好きで,新聞広告や看板などよく見ている｡

2‡ 剋|導経過 
学校 倡�ｹ��家庭 

辛 成 13 ����D��≡二∴ 栃���C��Xﾗ8*ｸ+ﾘ*(�ｨ�*ｨ*(.ｸ*(.ｸ*�.薬�･自分の楽しみを 

度 情 �7��ｸ6X4(984��(ガソリンスタンド',薬昂,Tイヨ-) 

年 凵ｼ=>保護者の思い ｡●● 唸8ﾘ58*ｨﾔH*ｶ�6H峪�ｹV�.)5洩ﾂ��見つけてほしいなあo 

4 劒X5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x98,ﾈ�8*ｲ�･家から黙っていなくなる鷺 

局 ～ � 剄s動放困ったなあo 

重点目標 紐�
辛 成 14 年 3 局 辛 勍自己選択,自己決定に関 する取組 ･かかわりを広げる取組 a 前年度の取り組みを生かす 余暇の広がりを考える 凵ﾟ:t';-Tイヨ-,Dイエーは広告.,. 

【3学期教育相談】 取組についての反省.評価 凸 接l情報交換1 

凸 �/�鰄,�,H*ｸ,Hﾗ8*ｸ+ﾘ*(+�,h/��ﾃ､��6�*h.��ｨ璽�+ｸ,ﾉ�ﾈ,ﾈ�ｨ�*�6��
成 14 年 兩���E��ﾛ��ｫr����h��<r�n"���ｸﾟR�ｧxﾕｨ*�.x*(,�*ﾘ,�.停ﾓｨﾇ6亦ﾅ��える手段がないので放? 

4 凾ﾆ休み時間に過ごす場所を(B竃器加治屡町店 

局 剔揩竄ｵたい○でテレビを見ている →本人はB電器店に行 

(職員室,校長室,保健室,きたくて目指して行った_.___,_._:_:_≡.__.__._ 

高等部外階段)から ↓ (職員室,校長室,保健室 高等部外階段,音楽室)へ 行きたい所 白ﾓ�｣ｦ討ﾓ｣､辻ﾘｩf抹ｦ亦ﾂﾃｦ津｣｣｢ﾓ｢ﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒ饋｢�*ｨ*�,(,H.�6�*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ,�*(,ﾈ,R�

したいことを伝えるなどコミュニケーション伝達の確立が 

緊急課題と思われる｡ 

前年度の自己選択.自己決定 の取組を生かす. 罵 紐�& 

家庭訪問】 
･困っていることについて (.スイミングなどで人へのかかわりが気になるo) 

･いなくなることについて I 
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休み時間に行きたい場所(職員室,音楽室,高等部階段など)を選択肢(写真カード)

囲
休み時間の様子

【学部ミーティングi i

･昼休みは音楽室や高等部階段 

に行き,外を見ながら一人で過ご 

すことを好む○ 
･時間が来てもー人で教室に帰 

つてくることばない. 

づ時間になると教師が迎えに行く｡ 

【教育的ニーズを語る会】
○保護者の要望

自分がしたいことの意思表示ができる
ようになって欲しい｡

【学部ミーティングii】

重点目標設定
く行きたい場所を選択肢の中

から選んで行き,一人で教室

に帰ってってくることを

指してば?>

情報交換

連絡帳などで

便の始末ができるようになってほしい｡

友達へのかかわりを広げてほしい｡

ウオーキング大会に参加したい｡

肥満防止

イライラすると自分で保鍵室や印 

別室に行き鍵を閉めて閉じこもり 
しばらくすると落ち着く->一人に 

なって自己コントロールしている. 

<課題> 
･時計が読めない(時間の感覚 

ばあるが,時計の読みと一致は 

していない.) 
･一人で教室に帰って来ない. 

将来は一人でど

出掛けても一人で帰って

来ることができるように

なって欲しいなあ｡.

情報提侯

行きたい場所を選択肢の中から選び伝えて､ アラームが鳴ったら一人で教室に掃ってくる取

圏 ･家庭で腕時計を準備しても

らう.
･家庭でアラームを使った手

伝いを開始｡

期

2学期の取組
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3　結果と考察

本事例では,指導経過に述べた取り組みを行い,学校の休み時間における｢行きたい場所を伝え

て過ごす｣という余暇の過ごし方につながる方法を獲得させることができた｡以下に,どのような手

順や支援を段階的に行ったがを,本児の変容とともに述べ,支援の共通化という観点で,学校の教師

間及び家庭とに分けて考察していきたい｡

結果:B児の変容 

｢余暇の広がりについては選択する場所が増え,活動内容も広がった!｣ 

ア　手順と主な取組

･行きたい場所(ソファーがあったり,クーラーがあったりする職員室や校長室や,静

かな保健室など)がいろいろとあり,休み時間などに行くが,伝えることはないため,

教師が時間になって探し回ることが多い｡また,どこに行くか分からないため,付いて行

くことが多く,一人の時間を確保することができない｡

【重点目標】　♯

行きたい場所の写真カードを選んで伝えて行き 

アラームが鳴ったら教室に帰って来ることがで 

きる○ 

<前年度の取り組みを生かす>

閣
し手順11 栃訷��,�,(*(,C��

ロッカーに写真カードを全部 唸ｷ�-ﾘ鳧ｭH,俎8*ｸ+ﾘ*(�ｨ���X醜�ﾉ]ｸﾉ(�ﾈﾘ"�

i_____a__a___a__5___盤E__:__2__.____________________ �9兀H､�ｹ&陳�,ﾈ���4ｨ�ｸ6�/�8ﾘ6(4ｨ�ｸ,侈�*h.�.b�

うに掲示する○ 

【手順2　選ぶ】【手順3　行く】

｢どこにいくの?｣と質問する○ 

-うカードを選んで｢○○しっにい 

つてきます｣と報告してカード 

の場所に行って好きな活動をす 

るo 

<手順2 ･ 3について>

休み時間　(昼休み時間割ナでなく)に教師が写真カ

ードが掲示してある場所で｢どこに行くの?｣と質問

する｡ B児は行きたい場所のカードを選ぶ｡選べない

場合は二枚の写真カードを提示して｢どっち?｣と聞

く｡選んだ写真カードをB児と一緒に指差し, ｢00

しっにいってきます｣と言う｡その後,写真カードの

場所に行くまで見守る｡

【手順4帰る.報告】 4-人でアラームが鳴ったら教 栃訷�C��

･アラームを帰ってくる時刻に設定しておき,アラ 

-ムが鳴ったら｢教室に帰ろうか?｣の誘い掛けで 

蕾_____=__,_:__,a__i__i__整_i__a__I__2__e_______________ 仆8�,仆8踪,h耳�,�ｩ:�+x.帽ｻ8�,亢�,�,H*ｸ+ﾘ.r�

カードを片付けたことを報告とする○ 
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イ　B児の変容

写真カードと場所が一致しない,カード選択が難しい時期

子供の変容

行きたい場所はあるが伝えることが 

できないo JI 

目標設定

行きたい場所の写真カードを選んで伝え 

て行き,アラームが鳴ったら教師と一緒 

に帰ってくる.(職員室,保健室,高等部外 

階段の3カ所) 

<手順及び支援>

1休み時間になると｢どこにいくの?｣

と質問する｡

2 【選ぶ】写真カードが掲示しているロ

ッカーの前で2枚カードを提示し｢ど

っち? (に行く)｣と質問する｡ 2枚

の中から選んだカードを指差し｢00

に行くの?｣と確認する｡

3 【行く】選んだカードを持ってその場

所に教師と一緒に行き,行き先を確認

する｡

4 【帰る･報告】時間がになったら一緒

に教室に帰り,カードを片付けて報告

とする｡

【B児がよく行く場所と過ごし方】
I-,-r-r-I-I'-I-I-I-I-I-I-I-I-I-I-I-t-t-｡-I-I-I-I-I-I-I-I-r-I-Ji

i<職員室>新聞に入っている広告で好きな店(薬局,電i
I                                                            I

i気店,スーパーなど)のものを探して眺める｡帰ると!

きにはその広告をもらって帰ってくる｡　　　　　　,
i

<保陛室>ベットに座って窓から外の景色を眺める.トi
i

ラックやバスなどの様子を見ている｡気持ちが高ぶっi
I

て一人になりたいときに自分から行くことが多い｡

<高等部階段>昼休みに行くことが多い,高いところ;
○

からの景色を楽しむ｡隣の自動車学校を雨の日でも満室
l

;わなから指をパテパチならして跳びながら見ているo i

【選ぶ･行く】始めは写真カードと場所が一致しな

いようで,カードを1枚選ぶが,保健室のカードを

持って職員室や事務室に行くなどの行動が見られ

た｡しかし,高等部外階段については,場所とカー

ドが一致しているようで,行くまではいろいろな場

所を経由していくこともあるが,他の場所に目的を

持って行くことはなかった｡ 2枚のカードの提示の

中から選択することは難しい(昨年度の取組で同質

の選択に課題がある)と思われたが,選んだカード

の場所に一緒に行くという経験を通して,どちらか

選んだ方に行ってもいいことが分かってきた｡
r_A_-_-_-_-_I-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_A_-

【帰る･報告】時間になって｢時間がきたから(0

0が始まるから)帰ろうか?｣の誘い掛けで立ち上

がるが,直接教室に帰ることなく,走って別の場所

に行き,教室にたどり着くまで時間が掛かる｡教室

に帰るとカードを片付けることはできるようになった｡

音楽室に行くようになり,場所の広がりがみられるようになった時期

<手順及び支援> 剋q供の変容 

1休み時間になると｢どこにいくの?｣ ��･休み時間になると自分からロッカーの所に行き, 

と質問する○ ��カードを選んで出掛けようとすることが増えた○ 

2【選ぶ】写真カードが掲示しているロ ��【選ぶ】休み時間に本児が行きたい場所(職員室, 

ヅカーの前に4枚のカー1ドを提示し｢ど ��校長室,事務室,保緯室,高等部外階段)と教師が 

こにいく?)｣と質問する○選んだカー ��過ごせる場所の1つになってほしいと思っている 
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ドを指差しながら｢00に行くの?｣

と確認する｡

3 【伝える,行く】選ん差カードを指差

しながら｢00にいってきます｣と言緒

に言って出掛けるo目的の場所までは言

.強襲集ま急

送揚融の_広査P_〈L3^カ捷_5_カ就《

4 【帰る･報告】アラームの鳴る時間に

迎えに行き,アラームが鳴ったら一緒

に教室に帰って写真カードを片付けて報

告とするo

(音楽室)の写真カー音を掲示してあるロッカーの

前で質問すると行きたい場所をその時々で考えて選

ぶ様子が見られた｡一子憲志がはっきりしてきた｡
L_-_-_-_-_-_-_A_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-.

【伝える･行く】選ん意力-ドの場所に確実に行く

ことができるようになってきた｡また,目的の場所

では一人で過ごすことを好んでいたが,音楽室など

では教師と一緒に過ごすことを好む様子が見られた

(活動内容の質の違いからか?)また, ｢どこに行

くの?｣とカードを指差すと｢しよくいんしっにい

ってきます｣と伝えることもできるようになってき
r_-_A_A_-_A_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_-_A_A_A_A_A_A_A_A_A_A_-_-_-_-_-tJ-tJ-_T

た｡朝の時間は,保鍵室か職員室,昼休みは音楽室

か高等部外階段のカードを選ぶ傾向があった｡

【帰る･報告】アラームは,始めはタイマーなどを

使ったり,教師の腕時計で取り組んだが,自分のも

のではないためにその場所に置いたり,タイマーを

あらかじめ止めていて,なかなかアラームが終了の

サインにならなかった｡そこで,保護者に相談して

自分の時計差と分かるように一緒に腕時計を買いに

行ってもらい毎日着けるようにしたところ,外すこ

とはしなくなった｡アラームが鳴ると教室に帰ると

いうことは分かっているようだが,直接教室に帰れ

ず途中に他の教室を経由する｡

選択肢が増えても選べるようになった時期(選択肢が5ヶ所-9ヶ所へ)

<手順及び支援> 剋q供の変容 ･質問する前に自分でカードを取って｢○○しっ 

1休み時間になると｢どこに行くの?｣ ��に行ってきます｣と報告をすることが増えたo 

と質問する0 2【選ぶ】写真カードが掲示しているロ 勍それぞれの場所での活動の内容も変化がある○ 

音楽室での活動の_広b_S_め_があり,マイクを自分で準 

鯖して(コンセントなどを入れて)声を出しながら, 

ツカーの前に豊艶のカードを提示し｢ど 刄sアノを弾いて過ごす○(30分ほど)音楽室から 

こにいく?)｣と質問するo選んだカ 刳Oの景色を見ることも好むo 

-ドを措きしながら｢○○に行くの?｣ 凵y帰る】腕時計のアラームが鳴ると,気付いて自分 

と確認するo 凾ﾅ止める○｢教室に帰ろうか?｣の誘い掛けで移動 

3【伝える,行く】選ん蕉カードを指差 凾ｷるが,直接教室に帰ってくることは難しかつた○ 

しながら｢○○にいってきます｣と孟 凾ｻこで,帰り道のルートを変えて,外階段から給食 

積悪出掛けるo目的の場所に三太善行 剋ｺ前を通るようにすると,他の場所に行<_i_ど_TB_く_ 

くo 刹ｳ室まで一緒に帰ってくることができるようになるo 



※場画一の_広b_S_め_〟(_5_カ蔚三"9_力感)__ 4【帰る.報告】アラームの時間に迎え ��･家庭から準鰭してもらった腕時計のアラームの 

音が小さく,周りが騒がしいところでは本人が気付 

かないことがあったので,とりあえず音の大きな首 

に行きアラームが鳴ったら一緒に教室 ��から掛ける時計に変えてもらった○しかし,腕暗計 

に帰って写真カードを片付けて報告とする｡ ��の方が動きやすさや見やすさがあるので,再度検討 

してもらう○ 

･行きたい場所はたくさんあるのに伝えることができなかったB児は,始めは写真カードと場 

所が一致しなかったり,2枚のカードを提示しなければ選択できなかった｡それが,休み時間に 

自分の行きたい場所のカードを選び,伝えることで好きな所に行く活動が確保されることが分か 

ると,選択することができるようになった｡また,教師側としても授業時間になっても帰ってこ 

ない場合も,居場所が分かるのでいろいろと探しに行くことも少なくなったoさら近,余暇の時 

間の過ごす場所も3ヶ所から9ヶ所と増え,そこで過ごす内容もパソコンをする,音楽室でピア 

ノを弾くなどの場所と活動の広がりも見られるようになった○また,昼休み時間だけでなく,時 

間があるときにはカードを自分で選んで持ってきて,｢保健室でパソコンをしたい｣と言う意思 

表示ができるようになり,余暇の時間を以前よりも楽しめるようになった○この取組から言える 

ことは,写真カードを便つての自己選択は本児にとって有効な意思伝達の手段であったというこ 

とである,また,目標設定の際に,取り組む場面を余暇の時間にしたことで,本児の自己実現で 

きる余暇の時間の過ごし方と活動内容の広がりにつながったことが効果的であったことが分かった○ 

圃[二回[二重置室] 

特命㊨鷺配 

睦彊国毎教室昭誕萱コ パソコン 9g 

ー高等部州階段 

口語窒コ圃 
ピアノを弾いたりパソコン 

取ったりして過ごす 

考察:教師間の支援の共有化について 

｢取組にづいての話し合いは有効口 



げや手順に関しての詳細な情報を学部会で確認し,紙面で伝えるだけではイメージしにくく,輿

通した支援に高まるまでにはいたらなかった｡ 『支援の共通化』を目指すには,事例研究などで

日々の取組の様子をビデオや実際の場面を見ることが必要であることが分かった｡

し家庭との情報の共有化についiて 
ヽ ∴｢話して伝えることと,実際の場面を見てもらうことが有効!｣ 

蛍 乂xﾕｨ�2�
【軍真カードの選択について】 問題点 �ｹ��,h,�.�+�,b�

1家から黙っていなくなることがあるoi l紫雲詰墓誌霊霊るol t ��･余暇の時間に行きたいところに写真カードで選 ��
訳して行けること○ 
･行きたいところを写真カードで伝えていくこと. 

選択できる場面の時に｢どっち?｣ 

買い物に行く時などに｢どっち?｣と1 凵[妄蜃Q)-#造化(に行く?)｣と質問してほしい 

チラシを提示する○ 刪鼈� 

＼撃行雲器 凾�`える一一 
えてきた○ 

【アラームの利用について】 ��

1腕時計を準備するoi誓 l支援の共有 ��ー活動の終了が分かるようにアラームを使いたい �-��

学校のタイマーを便つたがどこかに置いてきた 

自分で鳴る前に止めたりするo 

自分の腕時計を準備してほしい 

成果 

お風呂の水止め係(タイマーがなった 俾兒ｨ,ﾉZ維x,iZｨ*�.な,ﾘ+�+8,�*(,ﾈ,R�

ら止める)のをさせてみようo l､- 凉駅�,X*ｸ+ﾖ��

､終了が分かるためにアラームを使った 

できた!成果 �*稲�6�*(,ﾘ,x*H*尼�

『保護者との情報の共有化』については,問題となることは伝わりやすいが,具体的な支援につ

いては口頭や連絡帳などの紙面で伝えにくいので,実際の場面を見てもらったり,ビデオに撮りな

がら教育相談の時などに説明をしたりなどの工夫が必要であった｡しかし,学校での取組や支援の

仕方を共有できたこと(選択場面で｢どっち?｣と二者選択で質問する,アラームが終了の合図と

なる取組)などについては家庭でも成果として現れた｡

今後の課題としては,家庭での休日の過ごし方を学校とどのように連携して,場所や活動内容を

広げていくことができるかまた,支援の方法や手立てなどについて具体的な情報として共有して

いけるかが課題である｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文責:佐藤)
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1　対象児について
･男児,ダウン症候謡,家族構成は,両親,冗,本人,弟の5人家族
･取組開始時:小学部2年生｡発音は明瞭で1謡文から2語文の表出が見られる｡

請いは豊富だが,コミュニケーション手段としては十分に機能していない｡
遊び場面での音声表出(独り言)は多い｡
登下校時など緊張や活動の滞りが見られる｡

･現在:小学部3年生｡

2　指導経過

学校 倡�ｹ��保護者 

辛 成 13 午 9 局 ～ 辛 成 14 守 3 局 �<r�E��□:C児の様子匡≡上取組の内容 灘:ミーティング⊂)‥取組の評価 書撥綴務へ灘臨 唳���ﾈ�8�*ｨ,h,H.�ｺﾒ�*(�｢�Xｨ�:�*ｩ��.停� 

嘉甲鵜荻島コミュニケーションの課題 
の 栃�5�?ｩ�C��
敬 鐙ｻ8踪,ﾈ輊*(､x4ｨ�ｸ6�,�,x,ﾈｾ��ﾉZ�/�訷ｧﾈ*�.�,鎚齷Zｨ,ﾈﾆ���
組 陶]ｸﾎﾈ�(,ﾈ輊*(+X+ﾘ+�,h/�6�*bﾈ尸�ｨﾋ靜ｨ,�.h.��(/�ｧ�+X-��ｲ�

.一)e ��ｹ��xﾙ*�/�齷Zｨ*�.x､｢�*ﾘ.h*H,�,�.薬��(+�.ｨ,ﾘ嶮�8,�9｢�*h.�+�,h*ｨ*�.薬�㌔ 

年 度 末 ����%2�D2�,r�,ﾂ�盾�ﾇ��*ﾂ�【前担任との引継ぎ】 ･口頭での説明 (資料を見ての実態,課題等) ･資料等の引継ぎ(課題帳の形式の引継ぎ) ."播籠:い薙亭競り たいという希望組めるか不安 (前担任)(現担任) ��コミュニケー ションについて,昨 年から取り組んでおり. 今年も取り組んでほしい○ 経験したことを伝える :_.など言葉での意思疎 :-'翠,ii:秦:_.通をもつと増やした -ii萎ii;浅いo 

新 義 4 佝���r�Wll連絡 ･連絡帳の取組を 継続したいo ��
帳の取組を一時的に中断憫 

I∴:三二三 
の 中 断 敬 組 の 確 認 �8髦,ﾈｴ8鰄+�,ﾉUﾂ�ﾋｸ.�mｨ輾+X+ﾘ*&��E52���

【家庭訪問】 ↓ 

II連絡帳での取組を醐(話題の共有)ll 

局 末 ) 凵y学部ミーティング】 唸ｽ�*8+X,H*(.�� 

コミュニケーション面などC児の課題 况ﾈ��*ｨﾊ�.x.｢� 
を挙げ,確認するo 参.三三 �.薬�4�6ｨ�ｸ5�/�ﾎｨ.���｢�5�ﾘ5h8�98,ﾈﾔﾈ*ｨ.�,亊h+x.��取組の確認 I 
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【学部ミーティング】
連絡帳の絵を手掛かりにした指導の継続を

確認する｡
<重点目標>
･　視覚的なものを手掛かりに,言葉のや

り取りができる｡
(短期目恩醗懇三岳梨馨:∫

○　連絡帳を自分から担
任に見せる｡

○　教師からの言葉掛け
に対し笑顔を向ける｡

閣圏四壁

･なぜ,怒るのだ

ろう
いつになったら,

落ち着くのだろう｡

連絡帳での取組　(気持ちの表出)

○　内容に関するやり取
りが見られるようにな
る｡

【学部ミーティング】
1学期の評価と2学期の取組について

【教育相談】
( 1学期の取組の様子や評価, 2学期の取組について)

撃鰯嘉黙祷龍三露鵜孫｡より,家庭でも学校
のことを伝えることができるようにする｡

【学部ミーティング】

繍繕詣緩見て,これ
は何?｣の問いに答えたり, ｢楽し
い,きれい｣などの気持ちを伝えた
りすることができる｡)

C児が好きな遊び
ている場面などでしている場面などで

自発的な表出を促し

学校の様子を
うになってほしい｡
何か手立てはないか
絵カードの取組を再
関してほしい

帰る際に絵カードを持ち帰る取組を追加

･絵カードを持

ち帰ることを楽
しみにする｡

･　下校時の気持

ちを切り替える
きっかけの一つ
となってきた｡

朝の会での歌遊びを伝える取組を追加

い可

-
学
期
の
取
組

-
学
期
の
評
価
と
2
学
期
の
目
標
設
定

よるえ伝

求
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3　結果と考察　～指導の継続性という視点から～

(1)取組を通してのC児の変容

連絡帳の絵を見なから話題を共有する楽しさを感じることを目指す　　(前年度)

｢音声言語が豊富であるのに,状況に応じて使うことが難しい｣, ｢自分の気持ちをうまく伝

えられず,活動が滞る｣というC児の課題は,対人意識が強すぎることによるものと考えられ

た｡そこで,媒介となるものが存在することで対人意識を緩和し,自ら伝える喜びや聞いても

らえる安心感といったコミュニケーションの楽しさに触れることができるように,話題を共有

し楽しむ時間を持続することを目指して,連絡帳によるアプローチを開始した｡

主な取組 �8髦,ﾉ¥�R�

〈重点目標) 唳���ﾈ�8�*ｨｺﾘ*ﾒﾈｻ8�,X,ﾉ*�,ﾉ,ｨ�ﾅ葈�ﾍﾈ�｢�
連絡帳の絵を見ながら,教師 と話題を共有し,その時間を楽 しむ○ 帝��xﾙ*�/�齷Zｨ*�.x靖O�+Rﾈ-�5x/�-�*ﾘ,�+ﾘ.に�仞ﾒ�¥�/�,X7��ｸ5x/�ﾊ�+ﾘ.�+x.停�

･連絡帳を開いて教師と見るo 唸､x,ﾈ�9j�.)JﾘｭH,�,ﾒﾈ-ﾈ+�9ｨ*h.x.ｨ,�*&��
･連絡帳を見て自由に話すo ��

･教師の発間に答える○ 唸､x,ﾉkﾉ��*ｩZｨ*�.ぬ(+�.ｨ,ﾘ嶮�8,�,x,ﾉJﾘｭH,��+h,Bﾈ�V��

(様子を見ながら｢これは何?｣ �5h6X48984�+X+ﾘ.�,ﾈ,ﾉkﾉ��/�ﾋ�*H+�,h*ｨ*�.薬�
｢○○はどれ?｣など問い掛け てみるo) 唳%9D8,ﾉuX*(/��8*�,Bﾈ､x/�諄,�,I:鞐ﾈ,�,x/�ｧ�+X-踉�

【前担任からの引継ぎ】 
･取り組み始めて半年であること,成果が見られつつあること,C児が楽しみにしているこ 

とから,連絡帳による取組を継続してほしいと伝えられるo 
･連絡帳の形式のサンプルを提示される○ 
･取組の内容についての資料の引き継ぎと,口答での説明を受けるe 

(発間の投げ掛け方,ポインティング) 

連絡帳の取組を中断する 忠�hｧxｯｨ5�5��ｲ�卜時) 

連絡帳によるコミュニケーションの課題へのアプローチを前担任から引き継いだが,新学期

のスタートに際し,新しい学級の雰囲気に慣れることや新担任との関係作りなど　連絡帳の取

組を行うための体制作りが先決であると考え,学期始めからの取組は少し見送ることにした｡

主な取組 �8髦,ﾉ¥�R�

<新学期の取組> 連絡帳の取組の中断 唳�i%9D8,ﾈｮx/�+h,�,hﾊ�,(-�+ﾘﾎ8+ｸ.x+rﾉJﾙ�ｨ.)Jﾘﾎｨ*ｨﾊ�.x.ｨ,��

･C児と担任との関係作り �*"ﾈｻ8�､�,冰h-�,俎8*ﾘ+�,h*ｩ�ﾘ*(,�,y�i%9D8,亅X.ｨ,�*)vﾂ�
･新学級の雰囲気への慣れ 倡�*ｨﾊ�.x.ｨ.薬�
･朝の活動の流れの確認 唸ｻ8踪*�.x,ﾈ*�*�.ﾘ.�.)uX*(,���+Rﾈｮx/�+ｸ.x+rﾈ揵�ｨ,Y9ｨ*h.陳�

(取組のペース作り) 價ﾘﾎｨ-ﾈ,X,ﾈｭH*ｨ*�.�,�,y���'薬�

連絡帳の取組を再開する 茶Hﾈ陋ｨ���

家庭訪問や登下校時における保護者との話などから,連絡帳の取組を早く始めてはしいとい

う願いが感じられたこと,学級の朝の活動のペースができつつあったことから, 4月23日より

再開した｡なお,取組に際しては, C児の取り組みやすさを考え,連絡帳の形式は前年度と同

じものとし,発問についても,前年度の記録を参考にして,はっきりと短く伝えるようにした｡
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主な取組 �8髦,ﾃ�¥�R�

<重点目標> �)��xﾙ*�/�ﾊ�+�,J8,i%9D8*ｩuX*H,b驗�xﾙ*�/��+X,Hﾊ��z(險�｢�Y>�vX,�,(*(,I�(+y�i%9D8,ﾈｮx/�ﾊ�.薬�
連絡帳の絵を見ながら,教師 

と話題を共有し,その時間を楽 
しむo 僥��
･連絡帳を開いて教師と見る○ 唸齷Zｨ*�.y��xﾙ*�/��+X,H7��ｸ5x/�､ｨ*ｲﾈ,ﾈ+ﾈ*ｸﾙ�/�+�.つ�
･連絡帳を見て自由に話すo �%9D8,侈�+�+ﾘ.�+x.�.h*H,�,�.薬�
･教師の発間に答えるo 唳>�vX/���,ｸ.�,bﾈ�ｮx/�ﾏﾈ*�.薬�

(｢何してるの?｣｢これは何?｣ ｢○○はどれ?｣など) 倡b�(+�.ｨ,ﾘ嶮�8,h7ﾈ48986X4(984�+X+ﾘ.�,ﾈ,ﾉkﾉ��/�9ｨ*h.�.b�

うになる○ 

連絡帳での取組は,担任との関係が深まるにつれ,前年度末の評価の記述と同じような様子

が見られるようになってきた｡しかし,, C児の成長に伴う自己主張の高まりと,自分の気持ち

がうまく伝えられないもどかしさから,活動の切り替え時にかんしゃくを起こすことが培えて

きた｡また,気持ちの切り替え手段としておんぶなどを求めるが,体の成長を考えると,別の

方法での気持ちの切り替えが必要であると思われた｡

5月中旬から6月初旬頃のC児の様子 

※情緒的に不安定な状態が続くo(特に活動の切替えのとき) 
･帰る際に,｢帰らない｣と大声を上げる,怒る,泣くなどのかんしゃくを起こすo 
･休み時間と授業時間の気持ちの切り替えが難しく,かんしゃくを起こしたり,行動が満つたりするo 
･気待ちを切り替える方法として,母親や教師におんぶやたつこを求めるe 

そこで　言葉による意思伝達と自己コントロールを目指すことで,気持ちの切り替えができ

るようになるのではないがと考え,連絡帳の取組で目指す内容を｢話題を共有する時間を楽し

むこと｣から, ｢気持ちを伝える言葉の表出を促すこと｣に変更した｡

気持ちを伝える言葉の表出を促す　( 6月下旬)

C児が気持ちを伝えらることができることを目指し,日ごろ

からC児がよく聞いたり感じたりしているであろう言葉である

｢楽しかったね｣ ｢おいしいね｣などを,連絡帳の内容に触れ

る際に伝えるようにした｡また,遊びの場面では,自発語は多

露盤蓋議題 

いものの独り言であることから,人とのやり取りの手段として生かせないかと考え, C児が好

きな遊びの中で,表出される言葉を繰り返したり,必要に応じて言葉を補ったりした｡ C児か

らの人への働き掛けが増えるにつれ,気持ちが伝わらないときに,友達に対して攻撃的になる

ことが多くなった｡そこで　気持ちを伝えることと同時に,うまく伝わらなかったときに,気

持ちをコントロールする経験を堰やした方がいいのではないかと考えた｡

主な取組 �8髦,ﾉ¥�R�*3､8髓ﾈ�x�Κｻ8踪.)]ｸﾎﾈ�"��

<重点目標> 唳��xﾙ*�,ﾉ>�vX,�,(*(,H.h*ﾙ�(+x.h*H,�,�.薬�

連絡帳の絵を手掛かりに経験 剖Δ延�xﾙ*��(鵫*ｸ��8�x鵫*ｸ��ﾈ*�*(+X*�,(+ﾘ,ｸ�ぬ(扎懆*ｸ.｢�
したことを伝える. �**8�x*ｸ.ｨ*(+�,ｸ��,�,r�
･絵を見て自由に話すo 劍��

(教師は,~C児の言葉を繰り返し 唸*(.ｸ*(.ｸ,��ｩlｨ,Xﾋ駢H,X,ﾈ.(.稲h.�*ｨｪﾈ*h.薬�

したり,言葉を補ったりするe) 妨Δ�i.ｸ,R偬迂�ｧx�ﾎ2ﾈ�x扎懆+X+ﾘ,ﾃ���(扎懆+X+ﾘ.j8�x*羽2�
･教師の発間に応じる○ �*)Z��(,�+ﾘ,ﾃ���(ﾗ8,�+ﾘ.f�*云�9i��-x+ﾚ2粐�,�,r�

･伝わる喜びを感じる○ �)uh-ｨ*D�,i6�*h,H*ﾘ.�+�,h*ｩ�ﾘ*h.薬�

(自発語に対し,教師は大きめの 唸ｻ8踪.)ti$(,iuh-H+�,h*ｩGﾈ*bﾈﾅﾅ��U�-倅�?�.h*H,�,�.薬�
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リアクションをする｡)

<指導場面の弦大>

教師や友達と遊んだり話した
りする｡
･教師や友達と遊ぶ｡

･　遊ぶ中で,言葉を言う｡

(教師は, C児の言葉を繰り返し

たり,言葉を補ったりする｡)

ex: ｢発見(探検遊び)するよ｣ ｢(怪獣になって)ガオー｣など

馬
したくない活動があったとき｢00したら遊んでもいいよ｣

気持ちの伝達とコントロールを目指す 茶(ｧxｯｨ,ﾈ靖�r��

連絡帳での取組において,話題を共有したり気持ちを雇えたりする場面を設定することばで

きたが,人とのかかわりが増える中で課題となってきた,気持ちのコントロールへのアプロー

チについては,場面設定の難しさがあった｡そこで　C児が楽しみにしている朝の会での歌遊

びの中で,心的葛藤が生じた際の気持ちの切り替えを経験できる場面を設け, ｢00してから

△△しよう｣というフレーズを用いながら,取り組むことにした｡

また,家庭でも学校での出来事についてC児と話したいという保護者の思いがあり,話題の

手掛かりとして絵カードを持ち帰るようにした.前年度も取り組んでいたが,手掛かりである

写真カードを作成する時間の確保の難しさと機器の不備から中断されていた｡しかし, C児の

絵の理解が進み,写真カードではなくても良くなったこと,絵カードを作成する時間ができつ

つあることから,機会をとらえて取り組むようにした｡

主　な　取　組　　; C児の変容( ｢｣:C児,『』:教師や保護者,[]:学級の友達)

<重点目標>

連絡帳の絵を手掛かりに,経
験したことを伝える｡

(6月中旬からの取組に同じ)

<家庭での取組>

絵カードを手掛かりに,家庭
で学校のことを伝える｡
･　教師が描く絵を見たり,言った

り,発間に答えたりする｡

(教師は,絵の内容に触れながら

C児の前でカードを描く｡)
･　保護者と絵を見ながら話す｡

<指導場面の拡大>

朝の会でしたい歌遊びを伝え
たり,楽しんだりする｡

･　教師の誘いに対し,したい歌遊

びを伝える｡
･歌遊びを楽しむ｡

(教師は. C鬼の伝えた歌遊びと

それ以外を組み合わせて行う｡)

連絡帳の内容で,感情や状態を表す言葉を含めたやり取
りが見られるようになる｡

ex:  ｢掃除したよ｣ 『掃除したんだ』 ｢きれいになったよ｣ 『きれ

いになったんだ,頑張ったね｡』 ｢うん(うなずき)｣

ex:  ｢ポテト食べた｣ 『ポテト食べたの.どうだった?』 ｢おい

しかった｣ 『おいしかったの｡良かったね』 ｢うん(笑顔)｣

など

保護者と,絵カードを見ながらやり取りをする｡
ex: (保護者と) 『これなあに』 ｢財布,はらったの｣ 『バスも描い

てあるね』 ｢バスに乗って,ダイエーに行った｣

図
《00してから△△する)が分かるようになり,自分のした

いことを少し待てるようになりつつある｡

ex :  『今日の歌遊び何しようかな』 ｢00が良い｣ [△△がいい]

『△△しようか』 ｢だめだめ, ○○が良い｣ 『じゃあ. △△し

てから○○する?出よう･しよう｣など

気持ちを整えることができつつあり.大きなかんしゃくが少

なくなる｡

連絡帳でのアプローチを前年度から継続して行う中で　C児の成長に伴って新たな課題が生

じてきたために,目指す内容を少し変更して取り組んだ｡同じ連絡帳を使いながらも,手立て

や短期目標を変えたり,場面を広げたりしてアプローチするうちに,取組を開始した当初の｢音

声言語を状況に応じて使うことが難しい｣ ｢気持ちをうまく辰えられず活動が滞る｣というC

児の課題は,解決されつつある｡
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(2)指導を継続するにあたって得られたこと

ア　教師間での情報交換はどのように行われるとよいか

具体的支援の手立ては,スモールステップでの表記が理解しやすい｡ ､

担任や学級が変わった場合は;個別の指導計画に課題へのアプローチが述べられていると,

取組そのものや子供の変容について理解しやすい上に,具体的恵支援については,重点目標
-1'

の｢具体的支援の手立て｣の中にスモールステップで述べてあると,引き継いだ側が理解す

るのに有用であることが明らかに患った｡また,教師間で言葉の解釈や子供の様子の受け止

め方に違いがあるため,文書だけではなく, VTRの使用や具体的な指導場面の観察などを

行うと取組がより分かりやすいことも明らかに怠った｡

学部ミーティングは,様々な視点や新たな手立てを知る情報交換の場である｡

保護者のニーズにどうこたえていくがという点で,教師間での話し合いにおいて,多方面

からの意見を聞いて検討できることや,お互いに共通理解をすることは,取組を行う際のよ

りどころとなることが分かった｡また,共通理解の緯度に対して,引き継ぐ双方の教育観等

の異なりやずれがある場合,それらをうまく埋め合わせるための話し合いや情報交換の場と

もなることが明らかに患った｡さらに,これらの情報交換により,様々な手立てや方法を知

ることとなり,新たな課題が生じた際に生かせる可能性があることも明らかになった｡

情報交換を十分に行うためには,普段からの情報交換が必要である○ 

子供の様子や支援の手立ての工夫などが週1回の学部会において報告されることば,引継

ぎの際に取組をイメージしやすいことから,有効であることが分かる｡また,重点目標の取

組をよりよいものにするために,子供の変容を確認し合ったり,今後の手立てについてアド

バイスをもらったりすることができることは,取組を継続するにあたり,情報交換の場とし

て機能していることが分かった｡

イ　保護者との連携はどのように行われたらよいか

新学年になり担任や学級が変わるという状況を考慮すると,新学級での指導体制を整える期

間を要する場合があり,保護者とは　年度末の教育相談時に,次年度の取組の方向性やどう扱

うかまで確認する必要がある(例えば,本事例のように学級に憤れる4月末ぐらいの開始程度

で共通理解する急と)｡それらの確認は,保護者が安心して取組の再開を待てることにつなが

るのではないかということが分かった｡

また,教育的ニーズを語る会や教育相談恵どで情報交換をしたり,新たな取組について話し

合ったりできることは,取組を継続するに当たり,有効であった｡

本事例では,システムの大まかな流れや手続きという点では,特に問題は見られなかったが,

個別の指導計画の内容をいかに共有できるかで指導の継続に大きく影響することが分かった｡

(文責:宮脇)
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1　倍別の指導計画の作成と活用から得た知見

(1)計画段階(実態把握一目横設定まで)において

●　教師間の情報の集約"共有に関して-複数教師で個別の指導計画の作成･活用に関与するこ

とで,多面的な視点から目標設定ができた｡また,担任教師が一人で決めるなどの心理的な負

担感や偏りが軽減された｡

●　家庭からの情報収集に関して,･･教師の知らない情報を得ることが多数あり,子供の全体像を

捉える上で必要だった｡

●　目標設定に当たって-保護者の願いや思いを十分に受け止めることが,その後の連携に大き

く影響した｡特に,新入児の保護者は,子操の将来,学校教育に対して大きな不安感や期待感

を持っており,まずは保護者との信頼関係を構築することが重要であった｡教師と保護者の願

いに若干のずれが生じた場合は,話合いの中で憲兄を出し合い,お互いの考えを理解すること

に努めた｡また,教師は,専門的な立場から適切な情報の整理と課題分析を行い,操護者に説

明できる力を持つことが求められた.

●　目標の焦点化.明確化に向けて･･･K J法的手法や保護者とのすり合わせ作業は有効であった｡

明確化には, ｢いつ｣ ｢どこで｣ ｢だれが｣ ｢何を｣という視点が必要である｡

●　指導の継続性について-具体的指導の手立てが,スモールステップで表記されていると指導

経過が分かりやすく,継続しやすかった｡また, ｢支援の程度｣は,個別の指導計画の文書,

口頭による説明のみでは不十分で, VTRを活用するなど引継ぎの方法に工夫が必要である｡

(2)実践段階(実際の指導)において

●　目標の明確化.焦点化により,学校と家庭とが常に目標を意識できるとともに,必要な内容

に絞り込んで情報交換することで,継続的に子供の変容を薩認し合うことができた｡

●　支援の手立ては, ｢いつ｣ ｢だれが｣ ｢どこで｣ ｢どのような手順で･方法で｣など　具体的

に記入してあると教師間での情報の共有化,支援の共通化が図れるだけでなく,評価のしやす

さや手立ての改善･工夫につながった｡

●　教師間の情報の共有化のために,週1回の学部会で重点目標に関する子供変容,変更した支

援の手立てについて報告した｡重点目標に関する意識の継続と日々の取組の充実につながった｡

●　保護者と情報を共有するためには　教育的ニーズを語る会,教育相談等の話合いの充実だけ

でなく日常的な家庭との連携に努めることが重要である｡

･　教師と保護者が日常的に記録を取ることは,自らの子供の観察力を高めることに役立った｡

また,蓄積した記録を次の目標設定で生かすことができた｡

･保護者と支援を共通化するためには,ビデオや実際の場面を見てもらうこと,教材･教具

を同じアイテムにすることが有効であった｡

●　家庭と共通の取組をするために5つの視点を得た(指導目標,指導場面,指導方法,指導経

過,評価方法)｡

-143-



(3)評価段階(教師間の評価,教育相談における評価作業)において

●目標の明確化と支援の手立ての具体化に努めた結果,教師間で評価作業が容易になったo 

●学期末の教育相談では,学校と家庭とがそれぞれに評価をし,交換し合うことで保護者も 

主体的に評価に参加できるようになったo 

●年度末の評価の際は,目標に関して来年度は｢継続か,目標の修正"変更が必要か｣など 

現時点､玉の担任の考えを記入するoまた,支援の手立てに関しては,改善の方法を明記する 

などして指導の継続性を目指したいo 

2　機能的で実用的なシステムづくりのための改善点

話し合いの充実と効率化

個別の指導計画を学部の教師間,学校と家庭で共有のものにするために,話し合いの充実が

必要だと考えた｡その結果, ｢共有｣という視点では,一定の成果を得ることができたが,学部

ミーティングの宿り方に問題があり,時間が長時間に及んだ｡小学部では　学級集団が基盤であ

り,学部の教師間で情報を共有する以前に担任間での十分な話し合いが必要になる｡そのため,

内容の重複と非効率性を招いた｡また,話し合い自体への不慣れ, ｢担任ではないから意見をし

にくい｣など教師の意識の問題も指摘できる｡今後,効率化に向けて運営面の工夫が必要である｡

指導の継続に向けて 

｢指導の継続性｣に関するアンケート結果は,｢思う(継続されている)｣と答えた教師は28.6 

%,保護者は50%であり,他学部と比較すると極端に低いo昨年度も個別の指導計画は作成,活 

用しているので,｢情報の蓄積｣ではなく｢引継ぎ｣に問題があつたと考えられる○また,引き 

継がれた情報を活用する体制が整っていないことも問題として挙げられるoさらに,今年度は様 

式を変更しために,保護者は｢指導が引き継がれていない｣という感想を持つたと推測できる. 

今後,個別の指導計画のシステムを機能させるためにも,指導の継続に対する教師の意識を高め 

るとともに,引継ぎの在り方を工夫したい○ 

(文責:木戸)
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